
 
 

平成２７年１２月９日 

愛  媛  大  学 

 

「科学イノベーション挑戦講座」 

中学生が理科体験授業で先生役に挑戦！ 

  つきましては，ぜひ取材くださいますようお願いいたします。 

 

記 

 
日 時： 平成 27 年 12 月 12 日（土）9時 00 分～12 時 00 分 

場 所：愛媛大学教育学部 2号館 2階理科学生共同実験室 2 ※別紙参照 

参加者：中学生 37 人，中学校教員 4人，大学生 7人 

駐車場：有 ※報道機関の方で，車で取材に来られる場合は，正門守衛室にて会社名等

をご記入の上，来客用駐車場をご利用ください。 

 

科学イノベーション挑戦講座受講生は，(1)おいしい甘酒造りの研究，(2)おいしい水あめ作り

の研究，(3)植物が光で曲がる性質の研究の 3つの研究を行ってきました。これらの研究は 11 月

14日に岡山大学で開催された日本化学会中国四国支部大会高校生ポスター発表に特例で参加し，

優秀ポスター賞 2件((1)と(2)で 1 件，(3)で 1 件)を受賞しています。 

なお，本実施の冒頭に，優秀ポスター賞の表彰を行います。 

  

 
 
 
※送付資料 4枚（本紙を含む） 

このたび，愛媛大学で開催する「おもしろ理科教室」で，国立研究開発法人科学技術

振興機構次世代科学者育成プログラムメニューB 採択事業「科学イノベーション挑戦

講座」に参加する中学生 9人が，研究成果を発表し，実験の先生役に挑戦します。 

科学イノベーション挑戦講座受講生は，6月から半年間，講座の受講と並行して水あめ

作りや植物が光で曲がる性質の研究などの 3つの共同研究を行ってきました。 

本実施では，受講生たちが先生役となって参加中学生を指導し，水あめ作りの研究の

おもしろさについて実験で確かめます。先生役の受講生の研究力は高校生のレベルを

超えており，専門学会でも高く評価されています。 

本件に関する問い合わせ先 

教育学部理科教育専修 

准教授 大橋 淳史 

TEL：089-927-9434 

Mail：aohashi@ed.ehime-u.ac.jp 

PRESS RELEASE 

学生中心の大学 地域とともに輝く大学 世界とつながる大学
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　Sumida, M., & Ohashi, A. (2015). Chemistry Education for Gifted Learners. In Javier, G. & Elena, S. (Eds.) Chemistry 
Education : Best Practices, Opportunities and Trends, pp. 469-487, Wiley-VCH Verlag GmbH & Co. KGaA.
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とお

して、科
か

学
がく

者
しゃ

としての考
かんが

え方
かた

や科
か

学
がく

研
けん

究
きゅう

のやり
方
かた

を学
まな

び、新
あたら

しい時
じ

代
だい

を背
し

負
よ

って立
た

つ科
か

学
がく

者
しゃ

を育
そだ

てるプログラムです。
　科

か

学
がく

者
しゃ

とよばれる人
ひと

たちは、みなさんと「ちょっと」だけ考
かんが

え方
かた

がちがいます。科
か

学
がく

者
しゃ

は
「わからないこと」「知

し

らないこと」を「おもしろい」と考
かんが

え、予
よ

想
そう

がまちがっていたとき、よ
ろこびます。なぜなら、それは新

あたら

しい発
はっ

見
けん

かもしれないからです。みなさんとは「ちょっと」だ
けちがう科

か

学
がく

者
しゃ

のものの見
み

方
かた

を知
し

ったとき、この世
せ

界
かい

はとても豊
ゆた

かで、不
ふ

思
し

議
ぎ

なおどろきに
満
み

ちた場
ば

所
しょ

であることがわかるでしょう。それをこの講
こう

座
ざ

で学
まな

びます。

どんな講
こ う

座
ざ

なのかな？

どんなことをするの？

　参
さん

加
か

者
しゃ

は、「おもしろ理
り か

科教
きょうしつ

室※」の参
さん

加
か

者
しゃ

である必
ひつよう

要があります。科
か

学
がく

イノベーション
挑
ちょうせん

戦講
こう

座
ざ

参
さん

加
か

希
き ぼ う

望者
しゃ

は、必
ひつよう

要事
じ こ う

項に記
きにゅう

入して、おもしろ理
り か

科教
きょうしつ

室と一
いっ

緒
しょ

に申
もうしこみ

込を行
おこな

って下
くだ

さい。選
せんこう

考を行
おこな

って受
じゅ

講
こう

者
しゃ

を決
けっ

定
てい

します。なお、昨
さくねん

年は中
ちゅうがっこう

学校1年
ねんせい

生から3年
ねんせい

生まで20名
めい

の
生
せ い と

徒が科
か

学
がく

イノベーション挑
ちょうせん

戦講
こう

座
ざ

に参
さん

加
か

しました。
※「おもしろ理

り か

科教
きょうしつ

室」とは、松
まつ

山
やま

市
し

教
きょういく

育委
い

員
いんかい

会と松
まつ

山
やま

市
し

中
ちゅうがっこう

学 校理
り か

科主
しゅにんかい

任会おもしろ理
り か

科実
じっこう

行委
い

員
いんかい

会が主
しゅさい

催してい
る、理

り か

科好
す

きな中
ちゅうがくせい

学生への理
り か

科のおもしろさを体
たいけん

験するプログラムです。

１　インターネットを利
り

用
よう

した通
つう

信
しん

教
きょう

育
いく

を行
おこな

いますので、インターネット環
かん

境
きょう

が必
ひつ

要
よう

です。
２　講

こう

座
ざ

で行
おこな

う内
ない

容
よう

を予
よ

習
しゅう

する事
じ

前
ぜん

学
がく

習
しゅう

資
し

料
りょう

を配
はい

付
ふ

します。資
し

料
りょう

の内
ない

容
よう

は理
り

解
かい

している
　　前

ぜん

提
てい

で進
すす

めますので、必
かなら

ず予
よ

習
しゅう

してきて下
くだ

さい。わからないことはインターネットを利
り

　　用
よう

して質
しつ

問
もん

できます。

　参
さん

加
か

費
ひ

用
よう

は無
む り ょ う

料です。講
こう

座
ざ

は基
き

本
ほ ん

的
てき

に大
だ い が く

学で行
おこな

われますので、大
だ い が く

学までの行
い

き帰
かえ

りは
自
じ ぶ ん

分の責
せきにん

任で行
おこな

って下
くだ

さい。保
ほ ご

護者
しゃ

による送
そうげい

迎は可
か

能
のう

です。

　科
か

学
がく

イノベーション挑
ちょうせん

戦講
こう

座
ざ

は、おもしろ理
り か

科教
きょうしつ

室と同
おな

じ日
ひ

の13：00〜16：00に開
かいさい

催さ
れています。おもしろ理

り か

科教
きょうしつ

室が9：00〜12：00開
かいさい

催ですので、お昼
ひる

をはさんでの開
かいさい

催とな
ります。

　平
へ い

成
せ い

26年
ね ん

度
ど

は，愛
え

媛
ひ め

県
け ん

の高
こ う

校
こ う

18校
こ う

と
協
きょう

働
ど う

する「えひめ高
こ う

校
こ う

生
せ い

サイエンス・チャ
レンジ」への参

さ ん

加
か

、松
ま つ

山
や ま

南
みなみ

高
こ う

校
こ う

のスー
パーサイエンスハイスクール事

じ

業
ぎょう

への参
さ ん

加
か

が行
おこな

われました。平
へ い

成
せ い

27年
ね ん

度
ど

は高
こ う

校
こ う

生
せ い

と一
い っ

緒
し ょ

に活
か つ

動
ど う

する機
き

会
か い

を増
ふ

やしていく
予

よ

定
て い

です。

?

?

?

?

どうやって参
さ ん

加
か

するの？

参
さ ん

加
か

の約
や く

束
そ く

事
ご と

参
さ ん

加
か

費
ひ

用
よ う

は？

いつ開
か い

催
さ い

されるの？

高
こ う こ う せ い

校生と一
い っ し ょ

緒に科
か

学
が く

研
け ん

究
き ゅ う

をしよう

松
まつ
山
やま
南
みなみ
高
こう
校
こう
スーパーサイエンスハイスクール事

じ
業
ぎょう
への参

さん
加
か

活
か つ ど う

動紹
し ょ う

介
か い
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